
症 例 2
70歳代女性

【検体】 脳腫瘍圧挫標本

【臨床経過】主訴は健忘症状や活動性低下、頭痛、嘔吐。

血液検査データは、ほぼ正常値。

【臨床診断】画像上、右前頭葉脳実質外に腫瘍を指摘され、

孤発性の髄膜腫が疑われた。
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